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はじめに 

 

児童福祉部では「学びあい、育ちあい、ひびきあう」を普遍的なテーマとし、令和元年度

は園ごとに抽出した重点課題（目標）に取り組みました。各園で立地や職員構成等の条件が

異なる中で、取り組む課題と達成までの道のりは様々です。大切なことは、園の規模に関わ

らずそれぞれが特色を生かしながら質の向上のために実践し続け、自立し、高め合うことで

す。今年度の３園の取り組み結果と分析につづき、各園の自己評価を添付しました。結果を

踏まえて改善を図り、今後も質の高い教育・保育、職場環境づくり、地域貢献に努めてまい

ります。 
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Ⅰ 認定こども園モモ 

 

保育の質、質の高い保育はどのようにしたら見えてくるのでしょう。 

「環境による保育」がうたわれ、「環境」という観点が重要とされてい

ることを考えると、人的環境である保育者の人間性を含めた保育感が

「保育の質」に大きくかかわってくるのではと考えます。 

認定こども園では教育保育要領とは別に「学校」という括りの中、法

律で資質向上が規定されています。教育・保育の内容とは別建てで規定

するほど「質の向上」は重要だということです。それでは「質」とは何

を指し、「向上」するとはどのような意味合いをもっているのでしょう

か。 

モモでは幼児教育・保育の質を具体的に支える、園組織の在り方や保

育者の営みを、たゆまず新たに問いつつ取り組まれる日常の検証こそが

教育・保育の質を高め、また深める実践へと繋がると考えました。 

そこで今年度より認定こども園教育保育要領を土台に作成された、自

己評価ツールを使用し事業報告を行います。 

 

『自己評価を実施する方法』 

1. 実施したデーター提供をする。 

2. 分野ごとに該当部署が記録を行う。 

3. 分担した評価のなかで自立的な評価を行う。ここはコーチングでサポー

トしていく。 

4. 分担した評価を持ち寄り一つにする作業は園長と主幹が加わり、どうし

てこのような評価になったかを、オープンクエスチョンで問いかけてい

く。 

 

『事業計画へ』 

1. 評価後は計画につなげる。 

2. その際に優先順位をつける。 

3. アクションプランを立案。実行できる計画をする。 

4. 計画を実行するために必要な研修を決定 

5. 研修計画の立案 

 

評価を行うなかで、自己、自園が見えてきました。必要な課題だけで

はなく、取り組んできた内容や結果に改めて直面することで、自己や自

園の成長を感じることができました。人的環境である保育者のひとり一

人の人間性を高めるためにも、学びあい育ちあう風土作りが大切です。

なにより心の動く保育を行い、学びが次の学びにつながる風土を作り続

けていきたいと思います。 

 

課題の振り返り  

①子どもの育ちを支える環境構成 

・公開保育の実施（市内「中堅研修者」が参加） 

保育の質の向上のため、園内では中堅層のマネジメント力が問われて

いる。相模原市の主催のステップアップ研修「中堅研修」には自園の公

開保育がある。準備過程から全職員が取り組み、園の目指す保育像に向

けて課題を見つけたり、取り組みへと導いたりする中堅研修者の力を育

てる実践の場である。他園の保育者と参観後に協議をすることで、自園

の課題が明確になったり、改めて自園の良さに気づける機会にもなった。 
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・公開保育の実施（園内） 

他園の職員が参加する公開保育の振り返りから、互いの保育を客観的

に観察する良さに気づき、園内乳児クラスで同様に公開保育を試みたと

ころ、日々、当たり前のように行動していた保育の場面を複数の目で見

直す機会となった。 

園内でも公開保育を実施したことで、子どもの育ちを支える環境構成

の重要さを痛感すると共に、子どもの発達を理解し、必要な物的環境、

人的環境を整えていくことが新年度の課題として見えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

・人材育成（保育実習から職員研修へ） 

全職員が参加する研修は田の字のワークを用いて実施した。そこでも、

子どもの育ちを支える保育環境には人的環境である保育者の人間性を

含めた保育感が「保育の質」に大きくかかわってくると考えられた。 

その人材育成の出発点は保育者を育てる「保育実習」であり、入職し

たあとの新人教育、園内研修へとつながってい

ると捉え直しをし、保育実習の受け入れ準備や

実習中の対応を徹底していくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

・支援保育研究・研修 

７月、心理士による「保護者支援」について、ワークを行いながら保

護者の気持ちに寄り添った支援を考える園内研修を実施した。 

表面に見えている保護者の言動を

記録し、分析していくことで保護者に

対する支援方法を導いていくもので 

あった。研修を通して保護者の願いを

考えるなど、保護者の気持ちに寄り 

添った課題を見つけることができた。 

 

公開保育で他園の先生が参観している様子 

参観後の協議 

園内で実施した公開保育の様子 

全体会議での様子 

職員研修「保護者支援」の様子 
通常通り保育を実施し、

その様子を保育者が参

観。子どもたちから離れ

たところでバインダーを

持ち、各自が「本日のね

らい」にそって、事実を

拾い、達成度や気になる

ことを記入した。 
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・コーディネーター研修（市内コーディネーター対象） 

市内に５つある「障害児指定保育研究所」（通称指定園）として支援

に関わる園児について園内研修と市内支援保育コーディネーター及び

支援に関わる職員向けの研修を実施した。 

第１回目は 11 月相模原市発達障害支援センターより講師を招き「発

達に課題のある子にとっての小学校生活を考える」について、第２回目

は 1 月、支援学校進路担当教諭による「将来の進路と今大切にしたい

こと」について講演を実施した。２回連続で参加するケースや市内小学

校教諭の参加もあり、園を卒園したあとの子どもたちのことについて、

学びたい要望の強さが伺える企画力を発揮した。 

今後も、支援が必要な園児の将来について考え、保護者と共に幼児期

にできる支援を考えられる保育者を育成していきたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②選ばれる園 

・「孫育て～おじいちゃん、おばあちゃんとの座談会」 

子育て広場の新しい取り組みとして、利用児の祖父母・地域の祖父母

を対象に園に招いて座談会を実施した。座談会では、子どもたちが運ん

だおやつを食べながら、孫育ての中の楽しさや苦労を聞く機会となった。 

送迎時に見かける程度だった間柄も、座談会を通じて親しさが深まり、

子育ては祖父母の協力なしではできない現状を知って改めて孫育てへ

の感謝の気持ちを抱く機会となっ

た。祖父母の視点での子育て感を知

るだけでなく、園の保育について、

理解を深めていただく機会にもな

った。参加を呼び掛ける範囲を利用

児の祖父母から地域の高齢者へと

広げ、地域に根づく園の存在へとつ

なげていきたい。 

 

・園庭開放 

園を遊び場として提供する

だけでなく、園児が一緒に遊ぶ

環境は園の教育保育を知って

もらう機会となり、保護者の園

選びにつながると考えている。

今年度は予約なしで利用でき

るようにし、気軽に遊びに来て

もらえるように取り組んだ。 

第２回「将来の進路と今大切にしたいこと」 

市内支援保育コーディネーター対象の研修の様子 

子育て広場の様子 
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保育者への気軽な相談も増え、顔見知りの保育士者や担当者がいること

で園庭開放はリピーターが多くなっていることからも推測できる。 

 

・養成校での園の紹介 

学生が保育を体験できる「ふれ合い体験」の説明や養成校にて園のこ

とを紹介することが増え、確実に園の存在が養成校に知られるように 

なってきている。学生が園を選ぶ基準の中に養成校の先生が園の保育内

容を知っているか否かも大きな鍵である。学生が安心して実習を受けた

い、就職したいと思える園となるよう園内の人材育成と関連付けて研修

している。そのような取り組みが養成校に伝わり、実習生の受け入れ数

も年々増加している。また、多くの学生がホームページを見て園の良し

悪しを判断するため、ホームページの充実も課題としていきたい。 

 

・事例提供 

令和２年度 4 月、園の保育実践が事例と

して本に掲載された。この本は小学校教諭が

手にとる本であることから、園から小学校へ

の学びのプロセスを示されているが、入園を

希望する地域の保護者にとっても園の教育保

育の内容が分かり、また、解説があることに

よって幼児期の学びについて広い対象へと理

解を広げていくきっかけとなる。 
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Ⅱ 認定こども園ピノ 

 

令和元年度は幼児教育・保育の無償化という大きな制度変化への対応

と、年度初めに発生した大津市の園の交通事故、台風被害、感染症の流

行など安全管理に関する様々な課題に直面した一年でした。社会の変化

に対応し、状況を正しく理解し考え行動する園全体の危機管理能力と、

保育者一人ひとりの専門性の向上が無ければ、園の基盤である健康で安

全な生活を保障し、子どもが安心して過ごしながらその子らしく育つ権

利を守ることはできません。少子化や保育士不足の中で、入所児や人材

確保など運営上の課題は継続していますが、本道である教育・保育の質

の向上こそが園の目指す保育の実現を支えます。今年度は、質の向上に

向けた取り組みに焦点を当てて事業報告を作成しました。また、認定こ

ども園教育保育要領を土台に作成された自己評価ツールを使用し、職員

が主体となって自らの実践の振り返りを行いました。評価はゴールでは

なく、次への課題を見出し、改善に向けて計画し行動することです。評

価を実施する中で見えてきた自園の保育の良さと課題を園全体で共有

し、今後も教育・保育の向上に努めて参ります。 

 

重点課題の振り返り 

①保育の安全/学び合う保育者像 

・保育の安全 

子どもが自ら体験し、本物に触れることができる環境には常にリス

クが伴うものであり、子どもが安心して人や物と関わり、体験を通じ

て学ぶためには、危険を予測し安全面に十分配慮した保育者の関わり

と環境設定が重要である。今年度は事故発生時の原因と改善策の分析

に重点的に取り組んだが、安全への意識をさらに向上させるため、次

年度はヒヤリハット等の気づきを職員間で共有し掘り下げる事を課題

として取り組んでいく。 

保育中の怪我の多くは転倒による打撲や擦り傷、子ども同士の関わ

りによる噛みつき・ひっかきであった。そのなかで「首より上の怪我

に関してはすべて受診する」という基準を徹底し、初動で受診を判断

し結果再受診には至らなかったケース（歯科・整形外科受診）が含ま

れている。全体的な事故件数（28 件）のなかでは「連絡帳の取り間違

い」が微増した。連絡帳の取り扱いについては保護者にも注意喚起し

理解を得るよう努めると共に、取り間違いを起こさないための防止策

には指導者による客観的な現場環境の見直し・改善が必要であった。

今後も事故が発生した際は指導者が適切に介入し、初動での徹底した

振り返りを行い再発防止に努めていく。 

・学び合う保育者像 

３歳児クラスでの園内公開保育を実施した。職員間で保育の気づき

を共有する事ができ、準備から公開保育後の協議、振り返りまで全て

の過程が学びであり、保育の意図や目的を言語化し、議論を深めるた

めの「問い」の重要性を学ぶ機会となった。 

当該クラスの取り組みに留まらず園全体の改善にまでつながり、保育

の気づきを共有する風土や質の高い「問い」の立て方が浸透するまで公

開保育の実践を継続していく。 
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園内研修では、相模原市の中堅研

修受講者によるグループワーク型研

修の実践と伝承に重点的に取り組ん

だ。「田の字」を用いたグループ  

ワークでは、職員のなかで、他者の

意見を聞きながら自分の意見を伝え

る力と考える道筋の理解を深めるこ

とができた。 

  

②保護者支援 

現場では日々の子どもの様子を伝えるコミュニケーションを心掛け

て実践し、懇談会では写真や動画を交えて保育を語る時間をより充実で

きるよう、園からのお知らせ等は文章化し配布・配信することで効率化

を図った。専門職として今後も利用者

に寄り添った支援に努め、保護者に

向けて園の取り組みや保育の意図を

分かりやすく説明する力、語る力を

高めていく。 

保育参加の参加者が昨年度に比べ

て減少したため、年度末に保護者ア

ンケートを実施した（アンケートの

回答数５０件／６９家庭）「参加で

きない曜日がある」「年間の予定が分

かると参加しやすい」などの意見が

寄せられたため、アンケート結果を

もとに令和 2 年度の「保護者支援・

子育て支援年間計画」を作成し、保育

参加内容の見直しを行った。 

 

 

③協働と伝承～やりがいある職場環境づくり～ 

事業計画・全体的な計画についての研修、研修手帳等の運用等、ほ

ぼ計画通り実施した。次年度は職員が能動的に学び、自ら取り組んだ

結果の「やりがい」や「働く喜び」を得られるような業務分掌、園内

研修に取り組んでいく。 

 

園内公開保育の様子 

公開保育後の振り返り 

グループワーク研修 

ひなぎくパーティーの様子 
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④選ばれる園作り 

・子育て広場  

子育て広場は毎月実施し、少

人数ながらアットホームな雰囲

気の中で参加者同士が交流を深

めて情報交換をしたり、子育て

について園職員と気軽に話がで

きる場となっている。 

 

外部講師による『発達体操』や『ベ

ビーマッサージ』、園の専門性を活

かした『はじめての離乳食』等の講

座も好評で、広場に継続して参加

する方が増えている。また今年度

は来園しての個別の子育て相談に

つながるケースもあり、地域の子

育て支援に貢献する意義を持って

取り組みを継続している。 

・情報発信 

ホームページでの発信は子育て広場や行事の様子が中心となった。

園には子どもの「やりたい」という思いに寄り添い、豊かさや丁寧さ

を大切にした生活と遊びの実践がある。日常の保育にこそ、たくさん

の魅力があることを発信していくためにも、次年度は四季折々の自然

とふれ合う散歩やおやつ作りなど園ならではの子どものいきいきとし

た姿を地域や保護者、見学者に向けてホームページや掲示を活用して

発信していく。 

専門講座「ベビーマッサージ」 

子育て広場の様子 
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Ⅲ 保育園ナナ 

令和元年度は、小規模園ではありますが、施設資源として多くの人と

の繋がりや関わりが、日々の活動に調和され、子どもたちの学びや育ち

に大きく響きわたっていることを実感いたしました。法人理念のもとで

地域社会を大切にする気持ちを忘れずに、更なる広がりを求め、能動的

に行動していきたいと思います。 

 

課題の振り返り  

① 法人理念に基づく保育方針の理解を深めると共に実践する 

法人理念を皆で確認をし、行動指針の７番目を自ら考え、目標を立て

ることから始めたが、各自の目的意識が薄れてしまわぬよう定期的に確

認作業をしながら進めていく必要があった。 

保育所保育指針第5章1(1) 保育方針に

関しては、開園３年目にして、自園で大切

にしていることを少しずつ理解し、実践し

ようと取り組む姿が見られてきている。 

様々な研修に参加する中で、「自園で取り組

んでいることがたくさんあった」という報

告がいくつかあり、目指すべき法人の教育・

保育方針の素晴らしさを感じ、職員間で伝

え合う風土につながったことは、とても喜

ばしいことであった。 

また、カシオペア祭を通して、子どもに 

とって大切な環境づくり(主に

玩具)を皆で考えながら取り組

んだことで、自園の玩具の良さを

再確認できた。 

素晴らしいと感じたことをい

かに実践していき、自らの言葉で

どれだけ語れるかが課題となる。

一つでも自園の良さを理解し語

れる人材の育成を行い、保育の質

を高めていきたい。 

 

 

②業務の整理と効率化 

職員の事務業務を毎月掲示し、可視化することで、互いに仕事内

容・量・進行状況を把握することができた。効率的な業務に取り

組む中、保育と事務仕事を両立するために、互いに声を掛け合い

担任間で時間配分する等取り組んだが、予定内に終わらない業務

園内研修 感染症対策実践編 

カシオペア祭・自然物でのタペストリー作り 

園内研修 子どもの理解について 

～写真を用いて語る～ 

カシオペア祭・感触遊び 
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もあり、連携や計画性が今後の課題である。 

役割分担を明確にし、ひとり一人が責任をもって取り組むため

に部署内の打ち合わせ時間をより充実させたことにより、互いに

意見を出し合い、実践し、振り返りをする PDCA サイクルが構築

されてきた。その中で、自分の役割や日々の保育の流れが共有で

き、見通しが持てたことで、チーム力の向上にも繋がってきてい

る。課題となったのは、「職員配置と時間の確保」である。組織の

中で、ひとり一人の仕事へのやりがいや自己実現を果たす為に、

業務の効率化は、皆で取り組むべき重要な課題として継続してい

く必要がある。 

 

③入園児確保 

４月当初の入園児数は４名。 

１９人定員中、４人の定員割れ

のスタートとなった。子どもが

少ない中、職員数が配置基準よ

りも多く厳しい運営となる。定

員割れの期間は、一時保育の受

け入れに力を入れ、継続的な利

用へと繋がった。また、計画に

はなかった「子育て広場～ナナ

であそぼう～」を園独自で開催

することで、園の周知、宣伝に取り組んだ。HP・掲示・職員によ

るチラシ配布を行うが、参加人数０人の日もあり、宣伝力の弱さ

を感じた。結果として年間で 10 名の参加であったが、入園時確

保だけでなく、地域に根付

いた施設となる事を考え、

計画性を持って見直しが必

要である。 

 

 

 

また、法人内での連携として、連携

園である認定こども園モモとの交流

では、行事や研修への参加、給食・土

曜保育の提供等を通して自園の保育

を見直す機会になっている。情報共有

をしながら、子どもたちの育ちを一緒

に育んでいきたい。 

 

～ナナであそぼう～見学者への案内 

モモでの保育ウィークへ参加 

一時保育 利用児と一緒に遊ぶ様子 

モモのお庭 

モモでの研修の様子(発達体操) 
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同施設のオリーブナナとの交流回数も増え、人見知りしていた

子どもたちも、笑顔で手を振ったり、挨拶するなど、世代を超え

た自然な関りがなされている。これは、ナナの施設資源として強

みである。 

≪オリーブナナと実施した取り組み≫ 

毎週月曜日のラジオ体操・行事で保育者と作った短冊・月見ダン

ゴ・草木のリースなどのお届け・合同避難訓練(年２回)・ナナ祭

り・お芋ほりへのお誘い・オリーブナナレストランにて懇談会 
 

HP で配信できなかった取り組みもある為、月に１度のオリー

ブナナ会議にて地域へ発信できることを積極的に行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪法人・地域との交流≫ 

 コミュニティーピノでの足湯・特養モモでの館内散歩・地域清

掃・自治会行事への参加(日枝神社神輿・防災訓練)・全体会での戸

外安全確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎週月曜日のラジオ体操 

コミュピノにて足湯 

合同避難訓練(オリーブナナ・セブン

イレブン・保育園ナナ) 

７月７日 ナナ祭り 

地域清掃(草取り) モモ職員と自治会防災訓練へ参加 

お月見団子

を作って届

けました 


























































































